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　国
民
健
康
保
険

■
加
入
状
況

　　

加
入
状
況
を
前
年
度
と
比
較

す
る
と
、
平
成
23
年
度
平
均
の

加
入
世
帯
数
は
１
２
２
０
世
帯

で
、
22
世
帯
減
少
し
、
加
入
者

（
被
保
険
者
）
数
は
２
３
６
４

人
で
、
63
人
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
年
度
末
時
点
に
お
け

る
村
の
総
世
帯
に
占
め
る
国
保

世
帯
の
割
合
は
、
54
・
７
％
で

あ
り
、
総
人
口
に
占
め
る
加
入

者
の
割
合
は
35
・
０
％
と
な
っ

て
お
り
、
前
年
度
同
時
期
と
比

べ
国
保
世
帯
は
１
・
１
％
、
加

入
者
は
１
・
０
％
と
も
に
減
少

し
て
い
ま
す
。

■
収
支
状
況

　

国
保
会
計
の
歳
入
総
額
は
、

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

前
年
度
と
比
較
し
５
６
４
９
万

円
増
の
８
億
１
９
８
２
万
円
、

歳
出
総
額
も
６
０
０
７
万
円
増

の
８
億
１
９
０
１
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
歳
入
か
ら
歳
出
を

差
し
引
い
た
金
額
は
81
万
円
と

な
り
ま
す
が
、
基
金
繰
入
金
や

前
年
度
繰
越
金
な
ど
を
差
し
引

く
と
単
年
度
に
お
け
る
収
支
額

は
、
４
７
８
７
万
円
ほ
ど
赤
字

で
あ
り
大
変
厳
し
い
状
況
で

す
。
な
お
、
平
成
23
年
度
は
、

赤
字
補
て
ん
の
た
め
一
般
会
計

か
ら
３
０
３
８
万
円
を
繰
り
入

れ
て
い
ま
す
。

■
歳
　
入

　　

最
も
大
切
な
財
源
で
あ
る

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

い
た
国
保
税
は
、
現
年
度
課
税

総
額
１
億
４
０
８
５
万
円
で

収
納
額
は
１
億
３
５
４
１
万

円
、
収
納
率
は
96
・
14
％
と
な

り
ま
し
た
。
滞
納
繰
越
分
の

収
納
額
５
８
４
万
円
を
合
わ

せ
た
国
保
税
の
収
納
総
額
は

１
億
４
１
２
５
万
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
１
１
２
２
万
円

減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
主
な
歳
入
の

項
目
を
前
年
度
と
比
較
し

て
み
ま
す
と
、
国
庫
支
出

金
が
１
４
０
１
万
円
減
の

２
億
４
３
２
９
万
円
、
県

支
出
金
が
１
９
６
万
円
減
の

４
５
８
５
万
円
、
退
職
者
医

療
制
度
の
療
養
給
付
費
等
交

付
金
が
１
９
０
７
万
円
増
の

２
４
７
８
万
円
、
前
期
高
齢
者

交
付
金
が
４
３
６
７
万
円
増

の
１
億
６
４
５
４
万
円
、
共

同
事
業
交
付
金
が
６
２
７
万

円
増
の
８
８
９
３
万
円
、
前

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、加
入
者
の
万
が
一
の
病
気
や
け
が
に
備
え
加
入
者
み
ん
な
で
出
し
合
っ

た
お
金
（
国
保
税
）
を
、
加
入
者
が
保
険
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き
の
医
療
費
な
ど
に
あ
て
る
助
け

合
い
の
制
度
で
す
。
国
保
の
事
業
を
運
営
し
て
い
る
の
は
村
で
す
。
村
で
は
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
国
保
税
と
国
・
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
事
業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
国
保
の
財
政
は
、
厳
し
く
ゆ
と
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
保

に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　
今
月
は
平
成
23
年
度
の
国
保
特
別
会
計
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳入
8億

1,982万円

国保税
1億4,125万円
（17.2％）

その他
695万円
（0.8％）

国庫支出金
2億4,329万円
（29.7％）前期高齢者

交付金
1億6,454万円
（20.1％）

共同事業交付金
8,893万円（10.8％）

一般会計繰入金
9,032万円（11.0％）

県支出金
4,585万円（5.6％）

自 主
財
源％

19・7

存
財

依

源 80.2％

基金繰入金
1,391万円
（1.7％）

療養給付費等交付金
2,478万円（3.0％） ○

国
民
健
康
保
険
の
歳
入
と
歳
出

平
成
23    
年
度
会
計

決
算
報
告
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年
度
繰
越
金
が
２
１
０
５
万
円

減
の
４
３
９
万
円
、
村
の
一
般

会
計
か
ら
国
保
会
計
に
対
す
る

法
定
繰
入
金
は
、
２
５
０
万
円

減
の
５
９
９
４
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
23

年
度
は
、
国
保
の
基
金
全
額

で
あ
る
１
３
９
１
万
円
を
取
り

崩
し
て
繰
り
入
れ
し
て
お
り
、

さ
ら
に
赤
字
補
て
ん
と
し
て
一

般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
金

３
０
３
８
万
円
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

■
歳
　
出

　

　

一
般
被
保
険
者
と
退
職
被
保

険
者
の
医
療
費
（
療
養
の
給
付

費
と
療
養
費
）
の
総
額
【
患

者
が
負
担
す
る
一
部
負
担
金

（
３
割
等
）
と
村
で
負
担
す

る
分
（
７
割
等
）
を
合
計
し

た
額
】
は
、
６
億
５
９
２
５
万

円
で
前
年
度
と
比
較
し
、

５
２
１
８
万
円
と
急
増
し
近
年

は
６
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
国
保
が
支
払
っ
た

金
額
は
、
４
億
７
７
３
２
万

円
で
３
６
９
０
万
円
増
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
額
療

養
費
等
は
１
１
５
１
万
円
増

の
５
８
７
９
万
円
、
出
産
育

児
一
時
金
は
84
万
円
減
の

３
３
６
万
円
、
葬
祭
費
は
30
万

円
増
の
54
万
円
と
な
り
、
保

険
給
付
費
全
体
で
は
前
年
度

よ
り
４
６
３
１
万
円
増
の

５
億
４
１
３
９
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
主
な
歳
出
の
項
目

を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
が
６
５
９
万

円
増
の
１
億
２
１
６
万
円
、
共

同
事
業
拠
出
金
が
１
８
６
万

円
減
の
９
６
１
０
万
円
、
介
護

納
付
金
が
４
９
１
万
円
増
の

５
２
３
４
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

歳出
8億

1,901万円

保険給付費
5億4,139万円
（66.1％）

後期高齢者支援金
1億216万円
（12.5％）

共同事業拠出金
9,610万円
（11.7％）

介護納付金
5,234万円（6.4％）

保健事業費
697万円（0.9％）

その他　
1,213万円（1.5％）

総務費
792万円（1.0％）

※四捨五入により、各項目の合計が総額と合致しない場合、また
は 100％とならない場合がありますのでご了承ください。

◦国保加入者の推移（老人保健分を除く）

年　度 19 20 21 22 23
加入者 2,672 2,579 2,485 2,427 2,364

内
訳

一 般 2,349 2,523 2,452 2,379 2,290
退 職 323 56 33 48 74

（単位：人）

◦国保加入者の総医療費
（老人保健分を除く、療養の給付および療養費の計）

19          20         　 21　　　22          23 年度

億円

4億
5,717万円

4億
7,443万円

5億
562万円

5億
6,848万円

1億
408万円 1,283万円

0
1
2
3
4
5
6

705万円

5億
562万円

5億
6,848万円

5億
9,535万円

5億
9,742万円

6億
2,324万円

965万円 3,601万円

一 般

退 職

◦国保加入者１人あたりの医療費
（老人保健分を除く）

20

22

24

26

28

30

19　　　20　　　21　　　22　　　23 年度

万円

27万
8,967円

22万
7,584円

22万
4,450円

24万
2,416円

29万
5,553円

30万
4,911円

27万
3,271円

27万
9,621円

28万
8,673円

25万
130円

県平均

九戸村

◦被保険者１人あたりの国保税調定額

5

6

7

8

19　　　20　　　21　　　22　　　23 年度

万円

6万
2,050円 5万

8,945円5万
4,181円

6万
8,167円 6万

5,385円

7万
4,853円 7万

1,140円

7万
1,676円

8万
750円 7万

8,817円

◦１人あたりの国保税調定額と医療費
（平成23年度）

市町村名 税　　額 収納率 医療費
九戸村 58,945円 95.97％ 278,967円
二戸市 79,561円 90.82％ 278,479円
一戸町 67,358円 95.13％ 298,068円
軽米町 68,099円 93.98％ 255,466円

（現年度課税一般被保険者分）

県平均

九戸村



4

■
申
告
が
必
要
な
方

　

申
告
が
必
要
な
方
は
、
下
の
図

❶
の
上
段
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
で
す
。
い
ず
れ
も
平
成
25
年

１
月
１
日
現
在
、
本
村
に
住
所
が

あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
医

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申
告

が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
税
務
署

で
確
定
申
告
を
す
る
方
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
申
告
を
し
て
い

な
い
と
国
民
健
康
保
険
税
と
後
期

高
齢
医
療
保
険
料
の
軽
減
の
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
を
決
め
る
た
め
に
も

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

に
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告

を
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や

延
滞
税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

■
代
理
で
申
告
す
る
場
合

　

ど
う
し
て
も
都
合
の
つ
か
な
い

本
人
に
代
わ
っ
て
、
家
族
の
方
が

申
告
す
る
場
合
に
は
、
次
の
こ
と

を
確
め
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
先
の
会
社
の
住
所
や
電
話  

　

番
号
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ

　

い
。

▼
各
月
の
収
入
と
支
出
が
分
か
る

　

書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
給
与
の
場
合
は
、
源
泉
徴
収
票

　

を
事
業
主
か
ら
も
ら
っ
て
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

■
自
分
で
書
い
て
提
出
を

　

村
で
は
申
告
会
場
で
の
混
雑
を

少
な
く
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め

申
告
書
や
農
業
な
ど
の
収
支
内
訳

2月15日㊎
3月15日㊎
▼

確
定
申
告

自
分
で
書
い
て
、
お
早
め
に
。

◦受付期間

◦問い合わせ
住民生活課税務徴収班
☎42-2111内線231・233

◦受付時間

　　　9時30分
11時30分

　　　1時00分
3時30分

午前

午後

□図❶申告が必要かチェック
必要な方（いずれかに該当）

■ 平成24年中に所得があった方

■
給与所得があり、次に該当する方
□給与以外に所得があった
□勤務先で年末調整がされていない

■
住宅借入金等特別控除や医療費控除な
どを受ける方

■
後日、扶養証明や所得証明が必要とな
る方

■
国民健康保険または後期高齢医療保険
に加入している方

不要な方

■
給与所得者で、勤務先から村へ「給与
支払報告書」が提出されていて、この
給与以外に所得がなかった方

■
税務署に確定申告（または電子申告）す
る方

　

申
告
は
、
皆
さ
ん
が
昨
年
１
年
間
（
１
月
か
ら
12
月
）
の
所
得

を
計
算
し
、
村
・
県
民
税
な
ど
の
税
額
を
決
め
る
た
め
に
行
う
大

切
な
手
続
き
で
す
。

　

村
で
は
申
告
・
納
税
相
談
の
受
付
を
２
月
15
日
か
ら
３
月
15
日

（
個
人
事
業
者
の
消
費
税
は
４
月
１
日
）
ま
で
行
い
ま
す
。
事
前

に
必
要
な
書
類
を
準
備
し
て
、
決
め
ら
れ
た
日
に
正
し
く
申
告
を

済
ま
せ
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

～

～

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
e
‐ 

T 

a 

x
）
ご
利
用
案
内
（
国
税
庁
）
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ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
次
の
方
は
郵
送
で
も
可

❶
自
分
で
収
入
、
支
出
を
計
算
し

　

所
得
を
申
告
書
に
記
入
し
た

　

方
。

❷
収
入
が
な
い
方
…
必
ず
「
収
入

　

な
し
」
の
旨
を
申
告
書
に
記
入

　

し
て
く
だ
さ
い
。

❸
年
金
・
恩
給
の
み
の
方
…
必
ず

　

年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
を
添

　

付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
郵
送
先
】

〒
０
２
８-

６
５
０
２

九
戸
村
大
字
伊
保
内
10-

11-

６

九
戸
村
役
場

住
民
生
活
課
税
務
徴
収
班

日　程 地　区　名 会　場

２
　
月

15 日（金） 瀬月内、宇堂口、泥の木

老人福祉センター
18 日（月） 平内、妻の神、戸田舘の下
19 日（火） 戸田上、戸田下
20 日（水） 戸田地区の申告未済者
21 日（木） 田代、柿の木

江刺家ふるさと
センター

22 日（金） 江刺家上、江刺家下
25 日（月） 道地、丸木橋、山屋１・２班
26 日（火） 山屋３班、細屋
27 日（水） 江刺家地区の申告未済者
28 日（木） 山根

村山村開発センター３
　
月

１日（金） 長興寺上、長興寺下
３日（日） 村内全域日曜日申告受付日
４日（月） 大向、五枚橋、荒田、雪屋
５日（火） 荒谷、伊保内上
６日（水） 二ツ家、鹿島
７日（木） 伊保内下、小倉
８日（金） 川向

10 日（日） 村内全域日曜日申告受付日
11 日（月） 南田
12 日（火） 伊保内地区の申告未済者
13 日（水） 村内の申告未済者
14 日（木） 村内の申告未済者
15 日（金） 村内の申告未済者

※申告・納税相談の日程は、上記の表のとおりです。会場が同じであれば、
　指定日以外の日でも申告を受け付けます。

ネットなら便利！

24時間確定申告
◎　確定申告書等作成コーナーは
　　24時間申告書の作成が可能です
◎　e-Taxなら３月15日（金）まで
　　24時間申告が可能です

e-Taxで所得税の確定申告をすると…

❶　最高3,000円の税額控除
❷　国税庁ホームページから電子申告
❸　添付書類の提出省略
❹　還付がスピーディー

※e-Tax の利用には、電子証明書の取得、IC カー
ドリーダライタの購入などの事前準備が必要で
す。

詳しくは、国税庁のホームページをご覧く
ださい。(www.nta.go.jp)

問　e-Tax・作成コーナーヘルプデスク
　　☎ 0570-015901

申告・納税相談の日程
受付時間：9 時 30 分～11 時 30 分、13 時～15 時 30 分

申告に持参するもの
１　村・県民税の申告書　

税務署から確定申告書の送付を受けている方は、
その申告書もお忘れなく。なお、電子申告で提
出した方には確定申告が送付されません。

２　通帳と使用している印鑑　
通帳の代わりに、口座番号の控えでもよろしい
です。

３　所得の計算に必要な書類
◦事業所得者（営業、農業などの事業を営む方）
…収入・支出に関する諸帳簿や精算書、領収書
など。
※ 収支計算を行ってきた方は、スムーズに申告
が進みます。ほかの申告者のためにも、収支計
算を済ませておくようお願いします。
◦譲渡所得者（不動産、その他財産を売却等し
た方）…契約書
◦給与所得者…源泉徴収票または給与明細書（所
得税の還付を受ける場合は、源泉徴収票が必ず
必要となります。）

４　所得控除に必要な書類　
社会保険料の領収書または控除証明書、生命保
険や地震保険料の支払証明書、農業者年金保険
料や医療費などの領収書。障害者控除を受ける
場合は、障害者手帳、障害者年金証書、介護保
険法の規定による要介護認定を受けている方で、
村の発行する認定書などです。

書
を
送
付
し
ま
す
。

　

記
入
に
あ
た
っ
て
は
説
明
書
を

読
み
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
告
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
が
自
分
で
書
い
て
提
出
す

れ
ば
簡
易
な
チ
ェ
ッ
ク
で
終
わ
り
、

待
ち
時
間
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

■
３
月
３
日
と
10
日
は
、

　
日
曜
も
受
け
付
け

　　

ど
う
し
て
も
仕
事
を
休
め
な
い

方
の
た
め
に
、
今
年
は
３
月
３
日

と
３
月
10
日
の
日
曜
日
に
申
告
を

受
け
付
け
ま
す
。
村
内
全
域
を
対

象
に
受
け
付
け
ま
す
が
、
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
指
定
さ
れ
た
期
日
に
申
告
を
済
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■
人
件
費
と
職
員
給
与
費

　
「
人
件
費
」
と
は
、
給
料
と
職
員

手
当
（
期
末
・
勤
勉
・
扶
養
・
通
勤
・

時
間
外
・
退
職
な
ど
）
を
合
わ
せ
た

職
員
給
与
費
の
ほ
か
に
、
村
長
や
村

議
会
議
員
な
ど
の
特
別
職
の
給
料
や

報
酬
も
含
め
た
広
い
範
囲
の
経
費
を

い
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
の
人
件
費

は
表
❶
の
と
お
り
６
億
４
１
０
５
万

円
で
一
般
会
計
歳
出
額
の
15
・
５
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
職
員
給
与
費
の

状
況
は
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
予

算
（
下
水
道
・
水
道
を
除
く
）
で
み

る
と
、
表
❷
の
と
お
り
で
す
。
一
般

職
の
給
料
や
職
員
手
当
な
ど
給
与
費

と
し
て
３
億
５
６
１
１
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

■
職
種
と
給
料

　

職
員
の
職
種
は
、
一
般
行
政
職
、

医
療
職
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

平
均
給
料
月
額
と
平
均
年
齢
を
示
し

た
も
の
が
表
❸
で
す
。
一
般
行
政
職

年　度 支給総額 職員一人当たりの支給額
平成22年度 5,774千円 90千円
平成23年度 5,617千円 84千円

表❽　時間外勤務手当

※選挙事務従事者の時間外勤務手当は含まない。

区　　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 314,500 円 44歳0か月
医　療　職 270,700 円 36歳3か月

表❸　職員の平均給料月額と平均年齢
（平成24年4月1日現在）

表❶　人件費の状況（平成23年度一般会計決算より）

◦歳出総額　　　　　　41億4,230万円
◦人件費が占める割合　15.5％（6億4,105万円）

※ 人件費には、村長や村議会議員などの特別職の給料、報酬が含まれ
　ています。

支給期 期末手当 勤勉手当
6月期 1.225月分 0.675月分

12月期 1.375月分 0.675月分
計 2.60　月分 1.35　月分

表❼　期末・勤勉手当の状況（平成24年4月1日現在）

表❹　初任給の状況（平成24年4月1日現在）

一般行政職
（大学卒）

決定初任給 160,200 円
採用２年経過 177,300 円

一般行政職
（高校卒）

決定初任給 140,100 円
採用２年経過 149,800 円

村
職
員
の
給
与
を
公
表

職員手当　　  2,852万円（   8.0％）
期末勤勉手当   8,703万円（24.4％）
給料　　　 2億4,056万円（67.6％）

給与費総額　　　3億5,611万円
職員数　　　　　　　　　65人
職員一人当たり　　　548万円

表❷　職員給与費の状況（平成24年度一般会計予算より）

※職員手当には、退職手当および児童手当などは含みません。
※職員数には、上下水道の公営企業などの職員は含みません。

　
村
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
よ
り
快
適
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
目

指
し
、
村
で
は
い
ろ
い
ろ
な
業
務
や
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
担
う
村
職
員
の
給
与
は
、
村
の
条
例
や
規
則
で
定
め
ら
れ
た
一
定
の

基
準
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
月
は
村
職
員
の
給
与
な
ど

の
主
な
内
容
と
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

の
初
任
給
の
状
況
は
表
❹
、
一
定

年
数
を
経
過
し
た
時
点
で
の
給
料
月

額
は
表
❺
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
給
料
表

　

一
般
行
政
職
の
職
員
に
適
用
さ
れ

る
「
給
料
表
」
は
、
経
験
年
数
や
責

任
の
度
合
い
に
よ
り
５
級
に
区
分
さ

れ
て
い
ま
す
。
標
準
的
な
職
務
内
容

と
そ
の
職
員
数
、
構
成
比
は
表
❻
の

と
お
り
で
す
。

■
職
員
手
当

▽
期
末
・
勤
勉
手
当
（
表
❼
）
…
民

間
企
業
の
ボ
ー
ナ
ス
に
当
た
る
も
の

で
、
支
給
割
合
は
国
と
同
じ
で
す
。

▽
時
間
外
勤
務
手
当
（
表
❽
）
…
正

規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た

職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
扶
養
・
住
居
手
当
（
表
❾
）
…
支

給
内
容
は
表
の
と
お
り
で
、
国
の
制

度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

▽
通
勤
手
当
（
表
❾
）
…
通
勤
の
た

区　分 一般行政職
（大学卒）

一般行政職
（高校卒）

  5年以上  7年未満 192,900 円 173,900 円
10年以上15年未満 239,000 円 235,100 円
20年以上25年未満 360,900 円 299,600 円
30年以上35年未満 392,500 円 374,300 円

表❺　経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成24年4月1日現在）

※医療職３人を除く、合計 62 人

表❻　一般会計行政職の級別職員数の状況
（平成24年4月1日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 計
標準的な
職務内容

主事
主事補 主事 主任 課長補佐

主査
課長

課長補佐 -

職員数
（人） 12 10 ８ 22 10 62

構成比
（％） 19.4 16.1 12.9 35.5 16.1 100.0



7 広報くのへ◦2013（H25）２月号

区　 分 男性
職員

女性
職員 計 備　　考

育児休業
取得者数 ０人 １人 １人 22年度からの取得者１人

表⓮　育児休業の利用状況（平成23年度）

処分内容 処分者数
分限処分 ０人
懲戒処分 ０人

表⓯　分限および懲戒処分の状況（平成23年度）

研　修　名 期間・日数（延べ） 人数
新規採用職員研修（前期・後期）   ７日 10 人
一般職員研修   ９日 ９人
市町村職員研修   １日 ４人
管理者・監督者級等研修 10 日 11 人
専門研修（財務、法規事務など） 19 日 20 人

表⓰　職員の研修状況（平成23年度）

め
、
自
動
車
を
利
用
し
て
い
る
職
員

に
は
距
離
に
応
じ
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
特
別
職
等
の
報
酬
な
ど（
表
❿
）

　

特
別
職
の
う
ち
村
長
、
教
育
長
、

村
議
会
議
員
に
は
給
料
（
報
酬
）
と

期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
職
員
数
の
状
況

　

職
員
の
定
数
は
条
例
で
上
限
が
決

め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務

内
容
や
業
務
量
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
し
な
が
ら
、
適
正
な
配
置
に
努
め

て
い
ま
す
。
村
の
部
門
別
職
員
数
の

状
況
は
表
⓫
の
と
お
り
で
す
。

■
人
事
管
理

▽
定
員
適
正
化
計
画
（
表
⓬
）
…
定

員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、
効
果
的

か
つ
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進

し
、
定
員
管
理
の
適
正
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

▽
職
員
の
休
暇
状
況
（
表
⓭
・
⓮
）

…
職
員
の
休
暇
に
は
年
次
や
育
児
休

業
の
ほ
か
、
病
気
・
結
婚
休
暇
な
ど

の
特
別
休
暇
が
あ
り
ま
す
。

▽
分
限
お
よ
び
懲
戒
処
分
の
状
況

（
表
⓯
）
…
平
成
23
年
度
中
の
処
分

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▽
職
員
の
研
修
状
況
（
表
⓰
）
…
研

修
に
職
員
を
派
遣
し
、
資
質
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

▽
職
員
の
健
診
受
診
状
況
（
表
⓱
）

…
健
康
診
断
を
実
施
し
、
職
員
の
健

康
保
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

区　　　　分 対象職員数 受診者数 受診率
生活習慣病予防健診・胸部Ｘ線検診 74 人 59 人 79.7％

表⓱　職員の健康診断の状況（平成23年度）

※特別職を含む。

総付与
日　数

総使用
日　数

対　象
職員数

平均使用
日 数 消化率

2,545 日 820 日 66 人 12.4 日 32.2％

表⓭　一般職員の年次有給休暇使用状況（平成23年中）

※新規採用職員、途中退職者、育児休暇取得者を除く。

平成16年
４月１日

職員数
93人

表⓬　定員適正化計画進捗状況（平成24年4月1日現在）

８年間で23人減

24.7％削減

平成24年
４月１日

職員数
70人

平成25年４月１日における定員の数値目標 71人

表⓫　部門別職員数の状況（平成24年4月1日現在）

部　門 平成23年 平成24年 前年度比

一般行政

議　 会 2 2 0
総　 務 15 15 0
税　 務 6 5 △ 1
農林水産 9 9 0
商　 工 1 1 0
土 木 5 5 0
民 生 15 15 0
衛 生 4 4 0
小 計 57 56 △ 1

特別行政 教 育 7 6 △ 1
小 計 7 6 △ 1

公営企業

国 保 3 3 0
下 水 道 2 2 0
水 道 3 3 0
小 計 8 8 0

合　計 72 70 △ 2

区　分 九戸村の内容

扶養手当

配偶者 13,000円
配偶者以外 6,500円
配偶者のない場合の
扶養親族１人目 11,000円

16 歳から 22 歳までの子
（１人につき） 5,000円加算

住居手当 借家・借間は家賃に応じて27,000円を限
度に支給

通勤手当

交通機関
利 用 者

運賃相当額50,000円を限度に
支給

交通用具
使 用 者

通勤距離２k m以上の者に、
1,600円から12,900円の範囲で
距離に応じて支給

表❾　扶養・住居・通勤手当（平成24年4月1日現在）

区　分 給料・報酬月額 期末手当
村　長 610,000円

支給割合
【６月期】1.40月分
【12月期】1.55月分
【　計　】2.95月分

教育長 500,000円
議　長 230,000円
副議長 182,000円
議　員 165,000円

表❿　特別職等の報酬などの状況（平成24年4月1日現在）

（※ 平成 24 年 7 月 1 日～、村長 500,000 円、教育長 450,000 円）
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村
消
防
団（
川
畑
勝
美
団
長
）

出
初
め
式
が
１
月
６
日
、
伊
保

内
小
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
消
防
団
員
、
婦
人
協
力
隊

員
な
ど
合
わ
せ
て
２
３
０
人
が

出
動
し
、士
気
を
高
め
ま
し
た
。

　

川
畑
団
長
が
「
団
員
一
人
一

人
が
、
住
民
の
か
け
が
え
の
な

い
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う

消
防
の
任
務
の
重
要
性
を
深
く

認
識
し
、
消
防
活
動
を
行
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

後
も
各
団
員
、
各
協
力
隊
員
の

一
層
の
努
力
、
精
進
を
お
願
い

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

統
監
の
五
枚
橋
久
夫
村
長
が

「
団
員
、
隊
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

消
防
精
神
の
高
揚
を
図
り
、
研

磨
さ
れ
た
技
術
と
崇
高
な
る
消

防
精
神
を
持
っ
て
、
団
員
、
隊

員
各
位
が
決
意
を
新
た

に
精
進
す
る
こ
と
を
切

望
し
ま
す
」
と
訓
示
を

述
べ
ま
し
た
。

　

観
閲
で
は
、
直
立
不

動
で
整
列
す
る
団
員
や

隊
員
を
査
閲
。
中
隊
長

指
揮
の
下
、
統
制
の
と

れ
た
部
隊
に
は
士
気
の

高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

伊
保
内
商
店
街
で
行

わ
れ
た
分
列
行
進
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
旗

を
先
頭
に
、
団
員
や
協

力
隊
員
な
ど
が
ラ
ッ
パ

や
太
鼓
に
合
わ
せ
て
威

統監の五枚橋村長から観閲を受ける団員たち

風
堂
々
と
行
進
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
村
消
防
団
長
の

定
例
表
彰
も
行
わ
れ
、
次
の

方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
※

敬
称
略
。
氏
名
後
○
内
の
数
字

は
分
団
名
、
○本
は
本
部
付
。）

︽
村
消
防
団
長
定
例
表
彰
︾

■
竿
頭
綬

第
13
分
団（
上
柿
克
行
分
団
長
）

■
永
年
勤
続
功
労
章（
勤
続
20
年
）

觸
澤　
勝
幸
②　
　

皆
川　
愛
樹
②

髙
崎　
義
憲
③　
　

椛
木　
克
則
③

細
川　
　

忍
⑤　

岩
渕　
保
人
⑦

柳
平　
善
行
⑦　
　

琵
琶
坂
忠
雄
⑫

南　
　

広
行
⑭

■
功
労
章
（
勤
続
15
年
）

国
久
チ
エ
子
○本 

皆
川　
卓
麻
②

福
田　
孝
彦
⑦　

山
本　
貴
広
⑦

山
本　
明
智
⑦　

道
地　　

勇
⑦

和
田　
光
司
⑩　

大
畑　
英
明
⑭

滝　
　

修
一
⑭　

■
功
績
章
（
勤
続
10
年
）

関
端　
祐
介
②　

大
崎　
尚
弘
④

小
笠
原　
忍
④　

小
笠
原
一
将
④

櫻
庭　
亮
人
⑥　

風
張　
直
樹
⑩

尾
友　
秀
徳
⑪　

下
村　
健
治
⑪

小
井
田
寿
明
⑬

士
気
高
く 

威
風
堂
々
行
進

村
消
防
団
出
初
め
式
に
２
３
０
人

　

村
交
通
指
導
隊
（
髙
﨑
信

隊
長
）
の
初
点
検
式
が
１
月

４
日
、
役
場
庁
舎
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

初
点
検
式
で
は
、
五
枚
橋

久
夫
村
長
が
隊
員
の
手
帳
や

身
分
証
を
点
検
し
、「
事
故
の

無
い
明
る
い
村
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」
と
訓
示
。

髙
﨑
隊
長
は
、「
平
成
25
年
も

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
と
、
高

齢
者
や
通
学
者
な
ど
の
交
通

安
全
指
導
に
努
め
ま
す
」
と

決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

隊
員
を
代
表
し
て
、
新
年
の
決
意

表
明
を
行
う
髙
﨑
交
通
指
導
隊
長

明
る
く
住
み
よ
い
九
戸
村
を
目
指
す

交通指導隊が初点検式

　

村
地
域
安
全
推
進
隊
（
尾

友
元
一
隊
長
）
の
出
動
式
は

１
月
４
日
、
役
場
庁
舎
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

五
枚
橋
久
夫
村
長
が
隊
員

の
服
装
や
身
分
証
を
点
検
し
、

「
犯
罪
の
無
い
明
る
く
住
み
よ

い
村
づ
く
り
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
た
い
」
と
激
励
の
あ
い

さ
つ
。
隊
員
た
ち
は
、
引
き

締
ま
っ
た
表
情
で
式
に
臨
み
、

安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り
に

向
け
て
、
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

地域安全推進隊の出動式
五
枚
橋
村
長
か
ら
激
励
さ
れ
る
、

地
域
安
全
推
進
隊
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第
65
回
岩
手
芸
術
祭
巡
回

小
・
中
学
校
美
術
展
の
小
学

校
絵
画
部
門
に
お
い
て
、
中

奥
里り

桜お

さ
ん
（
戸
田
小
５
年
）

が
奨
励
賞
、
皆
川
晶あ

き

南な

さ
ん

（
同
）
が
入
選
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

同
美
術
展
に
は
１
５
２
校

中
奥
里
桜
さ
ん

が
奨
励
賞

か
ら
７
９
１
３
点
の
応
募
が

あ
り
、
奨
励
賞
を
受
賞
し
た

学
童
保
育
児
童
を
募
集
し
ま
す

　

村
で
は
、
放
課
後
の
児
童

健
全
育
成
を
目
的
に
、
学
童

保
育
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
平
成
25
年
度
の
利
用
児

童
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
期
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
児
童　

昼
間
、労
働
な
ど
に
よ
り
保
護

者
の
い
な
い
世
帯
の
小
学
１

年
生
～
４
年
生（
定
員
50
人
）

■
開
所
時
間　

○
平
日
…
下
校
時
～
午
後
６
時

○
学
校
休
業
日（
長
期
休
み
・

振
替
休
日
）
…
午
前
８
時
～

午
後
６
時

■
休
所
日

①
日
曜
日
・
祝
祭
日
②
お
盆

（
８
月
13
日
～
19
日
）
③
年

末
年
始
（
12
月
29
日
～
１
月

３
日
）
④
そ
の
他
必
要
と
認

め
た
日

■
保
育
料　

月
額
２
０
０
０
円
（
※
生
活

保
護
世
帯
・
第
２
子
以
降
、

父
子
・
母
子
世
帯
は
５
割
免

除
）、
お
や
つ
・
教
材
費
な

ど
月
額
２
５
０
０
円
、
共
済

保
険
料
年
額
２
０
０
０
円

■
募
集
期
間　

２
月
18
日
㊊
～
２
月
28
日
㊍

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
込
用
紙
は
、住
民
生
活
課
、

村
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は

村
学
童
ク
ラ
ブ
に
あ
り
ま
す

の
で
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
住
民
生
活
課
地
域
福
祉
班

　

☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
０
３

▽
村
社
会
福
祉
協
議
会(

総

　

合
福
祉
セ
ン
タ
ー)

　

☎
41-

１
２
０
０

▽
村
学
童
ク
ラ
ブ

　

☎
42-

３
５
０
１

中
奥
さ
ん
の
作
品
「
森
を
守
ろ
う
」

　

平
成
24
年
度
村
婦
人
の
つ
ど
い

（
村
婦
人
団
体
連
絡
会
主
催
）
が

１
月
20
日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
ま
し
た
。
連
絡
会
を
構
成
す

る
５
つ
の
女
性
団
体
の
皆
さ
ん

が
、
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
た
め

に
学
習
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
商
工
会
女
性
部

の
上
山
淑
子
部
長
が
「
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
女
性
選
手
の

活
躍
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
女
性
は
明
る
く
力
強
い

者
で
あ
り
た
い
。
本
日
が
楽
し
く

有
意
義
な
１
日
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

講
演
会
で
は
、
遠
野
市
か
ら
松

田
和
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
遠遠野物語の二人の女性をテーマに講演

野
物
語　

二
人
の
女
性
」
と
題

し
て
講
演
。
今
回
は
１
１
９
話
あ

る
遠
野
物
語
の
中
か
ら
２
話
を
選

定
。
遠
野
市
の
方
言
を
交
え
て
、

分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。
出
身
地
と
な
る
遠

野
市
一ひ
と
い
ち日
市
商
店
街
で
、
従
来

の
事
業
を
見
直
し
て
中
心
市
街
地

活
性
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
は
ス
テ
ー
ジ
発
表
も

行
わ
れ
、
５
団
体
が
自
慢
の
歌
や

踊
り
を
披
露
。
会
場
か
ら
は
手
拍

子
や
声
援
も
上
が
り
、
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
恒
例
の
手
作

り
交
換
市
も
開
か
れ
、
会
員
同
士

の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

村
婦
人
の
つ
ど
い

女
性
目
線
で
考
え
る
村
づ
く
りＪＡ新いわて九戸地域女性部が「さくら音頭」を披露

中
奥
さ
ん
の
作
品
「
森
を
守

ろ
う
」
を
含
む
、
２
０
９
点

が
県
内
の
４
市
町
村
で
巡
回

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
九
戸
村

で
は
１
月
12
日
～
14
日
、
村

公
民
館
に
お
い
て
書
写
、
絵

画
作
品
を
展
示
。
親
子
連
れ

な
ど
が
鑑
賞
に
訪
れ
、
今
後

の
創
作
活
動
の
参
考
に
し
よ

う
と
、
展
示
作
品
を
熱
心
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

岩
手
芸
術
祭
巡
回
小
・
中
学
校
美
術
展
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m u r a  n o  w a d a i

むらのわだい

村老連レクリエーション大会
会場にあふれる心の輪
　第37回レクリエーション大会（村老人クラブ連合会

主催）が１月22日、ＨＯＺホールで開かれました。開

会式で、平中実雄会長が、「今日１日楽しく過ごしてい

ただければ幸い。今後も、地域づくり、仲間づくり、健

康づくりに励んでほしい」と激励のあいさつ。

　村内の８つの老人クラブから37組が出演し、ステー

ジで自慢の歌や踊りを披露。元気あふれる演技が披露さ

れると手拍子も沸き上がり、会場は笑顔に包まれていま

した。活気ある多彩な踊りや民謡には、観客からたくさ

んの「お花」も届けられ、心の輪が広がりました。

皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

村舞踊研究会に教わった、「皆の衆」
を踊る伊保内上老人クラブ

個性豊かな演技に、大きな拍手を
送る観客たち

第 12分団小型動力ポンプ積載車を更新
安全保護の利用を期待
　九戸村消防団第12分団の小型動力ポンプ積載車配置式が

12月25日、村保健センター前で行われました。配置式に

は同分団の団員など関係者13人が出席。五枚橋久夫村長が

「安全保護のために利用してほしい」とあいさつ。五枚橋村

長から川畑勝美団長へ貸与証が交付。その後、川畑団長から

立波正一分団長へ配置証が手渡されました。立波分団長は「シ

ングルタイヤで小回りが利き、実用性のある積載車を配備

いただきありがとうございます」と感謝を述べていました。

（左から小野寺カツさん、大崎タミさん、玉川テイ子さん、玉川ヨシノさん）

川畑団長（左）から立波正一分団長へ配置証が交付

海の生物と触れ合いを楽しむ園児たち

もぐらんぴあ「出前水族館」
海の生物と触れ合い歓声
　もぐらんぴあ・まちなか水族館「出前水族館」（県北

教育事務所・村教育委員会主催）が１月12日、村山村

開発センターで行われました。村内の園児や保護者など

96人が参加。同水族館からヒトデやカニなどが用意さ

れ、園児たちは直接手に取り、夢中になって海の生き物

との触れ合いを楽しんでいました。園児たちは「ヒトデ

がかたい。ヤドカリがかわいい」などと歓声を上げ、会

場は笑顔と笑い声に包まれていました。
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薬湯利用者友の会忘年会
歌と踊りが長生きの秘訣
　薬湯利用者友の会忘年会が12月27日、村老人福祉セ

ンターで行われました。五枚橋久夫村長は「皆さまが集

まり歌を歌い、にぎわうことでいつまでも長生きできる

と思う。今後も集まれることを期待します」とあいさつ。

65歳以上とは思えない芸に、拍手や声援が上がり、たく

さんの花が届けられました。参加した髙倉ミヤノさん（宇

堂口）は「90歳以上の方が歌っているのに驚いた。友人

と交流するのが楽しみです」と笑顔で話してくれました。

オドデ館初売り
温もりの品に心も和む
　道の駅「オドデ館」で１月３日、

初売りが行われました。オープニン

グイベントで、オドデ館友の会の斉

藤真会長が「九戸村を訪ねたお客様

が、九戸村に来てよかったと思われ

る施設になってほしい」とあいさつ。

その後、同会による餅つきが行われ、

あんこやじゅうねなどで味付けされ

た餅が無料で振る舞われました。さ

らに、牛乳やけんちん汁も無料提供。

氷点下の気温の中、県内外から訪れ

た観光客は、心も温まった様子で、

嬉しそうにほお張っていました。

　新年を祈願し、江刺家神楽保存会

による各施設の門打ちと権現舞も披

露され、花を添えました。小雪が舞う中、オドデ館友の会が買い物客と一緒に餅つき

高齢とは思えない、自慢の歌や踊りが、にぎわいをつくりました

華麗な衣装をまとい、「川」を踊る
江刺家下老人クラブ

島のブルースを披露する長興寺老人クラブ

交通安全祈願祭
１年の無事故を願う
　村交通安全祈願祭（二戸地区交通安全協会九戸分会主催）

が１月４日、村山村開発センターで開かれました。交通指導

隊や一般運転者など約70人が参加し、１年間の無事故を祈

願しました。祈願祭で田澤忠雄分会長が、「車を運転する人も

歩行者も、互いに譲り合いの心を持つことを誓います」と決

意を述べられました。さらに、村交通安全・防犯標語コンクー

ルの表彰も行われ、交通安全の部は岩渕大地君（戸田小６年）、

防犯の部では欠端ひかるさん（九戸中２年）が受賞されました。

神前で１年間の交通安全を誓う田澤忠雄分会長（右）
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み ん な の 広 場

　

五
枚
橋
久
夫
村
長
が
１
月
15

日
、
99
歳
を
迎
え
た
南
サ
ツ
さ

ん
（
柿
の
木
）
宅
を
訪
問
し
て

「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
」

と
花
束
と
長
寿
祝
い
金
を
贈
っ

て
祝
福
し
ま
し
た
。
南
さ
ん
は
、

「
今
は
、
お
い
し
い
物
が
食
べ
ら

れ
、
毎
日
が
幸
せ
で
す
。
若
い

こ
ろ
は
す
だ
み
（
ど
ん
ぐ
り
の

実
）
も
食
べ
た
ん
だ
よ
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

五
枚
橋
村
長
が
お
祝
い

南
サ
ツ
さ
ん
元
気
に
99
歳

　

戸
田
元
村
自
治
会

は
１
月
９
日
、
戸
田

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
餅
つ
き
と
ミ
ズ
キ

団
子
づ
く
り
を
行
い

ま
し
た
。
餅
つ
き
に

は
戸
田
保
育
園
の
園

児
も
挑
戦
。
園
児
た

ち
は
戸
田
元
村
自
治

会
の
方
に
手
伝
っ
て

　

戸
田
元
村
自
治
会
（
橋
本
敏
夫

会
長
）
は
１
月
13
日
、
農
産
加
工

施
設
い
ろ
り
庵
で
「
女
正
月
」
を

行
い
、
男
性
が
料
理
を
作
り
、
女

性
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

戸
田
小
学
校
の
６
年
生
４
人
も

参
加
し
、
餅
や
雑
煮
、
手
打
ち
そ

ば
な
ど
を
振
る
舞
い
、
女
性
た
ち

を
も
て
な
し
ま
し
た
。
関
口
周ち
か

子こ

さ
ん
は
「
骨
休
み
に
な
り
、集
ま
っ

て
楽
し
く
食
べ
れ
て
あ
り
が
た
い
」

と
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

戸
田
元
村
自
治
会
で
女
正
月

女
性
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
う

も
て
な
さ
れ
た
料
理
を
味
わ
い
な

が
ら
、
会
話
を
楽
し
む
女
性
た
ち

宇
堂
口
地
区
新
春
む
ら
づ
く
り
の
集
い

地
域
の
き
ず
な
を
深
め
る

　

第
32
回
宇
堂
口
地
区
新
春
村

づ
く
り
の
集
い
が
１
月
14
日
、
宇

堂
口
地
区
農
村
婦
人
の
家
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
３
つ
の
自
治
会

か
ら
約
80
人
が
参
加
。
村
政
懇

談
会
で
は
、
村
づ
く
り
や
地
域

活
性
化
の
た
め
に
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
の
新
年
交
賀
会
で
は
、
瀬
月

内
神
楽
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
交

流
を
し
な
が
ら
地
域
の
き
ず
な

を
よ
り
一
層
深
め
て
い
ま
し
た
。

先生に手伝ってもらいながらミズキの木に飾り付け

も
ら
い
な
が
ら
、「
よ
い
し
ょ
、

よ
い
し
ょ
」
の
掛
け
声
に
合
わ

せ
て
、
力
い
っ
ぱ
い
き
ね
を
振

り
下
ろ
し
て
い
ま
し
た
。

　

つ
き
た
て
の
餅
は
ミ
ズ
キ
の

木
に
飾
り
付
け
、
五
穀
豊ほ
う
じ
ょ
う
穣
を

願
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
域

子
ど
も
読
書
会
に
訪
れ
た
小
学

生
や
高
校
生
な
ど
と
一
緒
に
交

流
し
な
が
ら
味
わ
い
ま
し
た
。

長
寿
祝
い
金
と
花
束
贈
ら
れ
る

稲
森
源
右
エ
門
さ
ん
１
０
０
歳
祝
福

村
政
懇
談
会
の
部
で
は
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た

園児がミズキ団子を体験

　

１
月
21
日
、
稲
森
源
右
エ
門

さ
ん
（
長
興
寺
上
）
が
１
０
０

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
五
枚
橋

久
夫
村
長
か
ら
長
寿
祝
い
金
と

花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
、
稲
森
さ
ん
の
ご
家
族
や
、

お
り
つ
め
の
里
の
入
居
者
・
職

員
の
方
々
で
お
祝
い
を
行
い
ま

し
た
。
長
生
き
の
秘
訣
は
「
ご

飯
は
残
さ
ず
全
部
食
べ
る
」
と

稲
森
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
元
気

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

五
枚
橋
村
長
か
ら
、
花
束
と
長
寿
祝

い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

白
寿
を
迎
え
、
祝
福
さ
れ
る
南
サ
ツ

さ
ん
（
中
央
）
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む
ら
の
文
芸

第
２
９
７
回　

く
の
へ
俳
句
会

み ん な の 広 場

Happy birthday!!
◉３月に１歳を迎える赤ちゃんの写
真を募集！！ご希望の方は２月８
日（金）までに、写真（データも可）
を広報担当（☎ 42-2111 内線 168）
までお持ちください。

広報くのへ●2013（H25）２月号

此
れ
か
ら
も
恃た
の

む
郷
里
や
初
景
色

義　

也

手
袋
を
脱
ぎ
て
ハ
ン
ド
ル
手
に
は
唾

さ
り
げ
な
く
異
色
の
葉
牡
丹
部
屋
に
置
き

初
景
色
馴
染
み
の
カ
ラ
ス
に
声
を
か
け高

島
ふ
み
女

葉
牡
丹
や
ち
り
め
ん
皺
に
八
重
潜
む

夜
半
に
聞
く
昭
和
の
演
歌
去
年
今
年

吾
が
事
と
な
り
し
や
傘
寿
年
明
く
る

田
村　

畦
畔

無
言
な
り
早
く
寝
よ
う
か
冬
深
し

想
い
出
の
詰
ま
る
手
袋
亡
母
の
顔

何
年
ぶ
り
家
族
揃
っ
て
年
酒
酌
む

渡　

赤
藤

葉
牡
丹
の
置
か
れ
し
一
亭
句
会
場

一
月
や
散
歩
コ
ー
ス
も
新
た
な
り

日
脚
伸
ぶ
釣
り
具
の
手
入
れ
夫
嬉
嬉
と

菅
野　

岑
子

啄
木
の
学
校
節
穴
洩
る
秋
日

荒
涼
と
草
紅
葉
燃
ゆ
城
の
跡

柳
散
る
水
音
変
る
あ
た
り
か
な

日
の
ぬ
く
み
土
の
ぬ
く
み
の
木
の
実
か
な

「
夢
」
と
言
ふ
一
字
の
躍
る
賀
状
か
な

冬
部　

雪
女

ひ
と
抱
え
程
も
着
込
ん
で
冬
深
し

手
袋
を
ぬ
ぎ
神
の
鈴
し
か
と
振
る

退
院
が
黄
泉
の
旅
立
ち
雪
し
ん
し
ん

舘
村　

青
村

葉
牡
丹
や
彩
濃こ

ま

や
か
に
八や

え

な

な

え

重
七
重

十
方
に
金き

ん
こ
う光
放
つ
初
日
か
な

古
舘
や
す
お

魚さ
か
な
う
り

売
人
手
袋
咥
へ
て
釣つ

り銭
数
ふ

バ
イ
バ
イ
の
手ミ

ト

ン袋
の
色
が
目
に
残
り

寒
に
入
る
牛
一ひ

と

啼な

き
で
お
は
り
け
り

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

【
忘
年
句
会
の
席
題
句
】『
雑
詠
』

　

  

（
最
高
得
点
句
）

一
亭
に
句
座
を
移
し
て
年
忘  　
　
　

（
雪　

女
）

　

  

（
高
得
点
句
）

後
悔
も
未
練
も
多
少
年
の
暮
れ 　

  　

（
青　

村
）

浄
界
に
無む

い

ん言
の
雨
や
冬
木
立　
　
　
　

（
青　

村
）

毛
糸
編
む
人
生
模
様
姑は

は

九
十　
　
　

   

（
赤　

藤
）

　

  

（
得
点
句
）

里
の
日
を
残
さ
ず
集
め
銀
杏
散
る　

   

（
雪　

女
）

山
眠
る
と
ぼ
と
ぼ
と
ぼ
と
ぼ
下
校
の
児
（
や
す
お
）

鍵
か
け
よ
風
邪
を
引
く
な
と
受
話
器
よ
り
（
ふ
み
女
）

忘
年
や
楽
し
き
句
会
あ
り
が
と
う　
　

（
雪　

女
）

小笠原　沙
さ

唯
い

ちゃん

２月２０日生まれ／荒谷

（父）達也さん（母）絵理子さん

「１歳おめでとう。いっぱい遊ぼう

ね。」 父・母より

１歳のお誕生日おめでとう☆

植野　暁
あき

翔
と

ちゃん

２月１４日生まれ／長興寺上

（父）和昭さん（母）香菜子さん

「いつも元気いっぱいでいてね。」 

お父さん・お母さんより
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いつでも・どこでも・どなたでも…

生涯学習だより

　

第
35
回
村
新
春
書
き
初
め
大
会
が
１

月
５
日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
な
ど
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
、
千
葉
利
夫
教

育
長
が
「
書
は
体
を
表
し
ま
す
。
落
ち

着
い
て
し
っ
か
り
書
き
、
豊
か
な
感
性

を
書
道
に
て
発
表
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
村
内
の
小
中

高
校
生
ら
27
人
が
参
加
し
、
自
分
自
身

の
思
い
を
筆
に
込
め
、
力
強
く
作
品
を

仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
員
を
務
め
た
の
は
、
松
橋
牧
子

さ
ん（
一
戸
町
）と
菅
波
る
み
子
さ
ん（
伊

保
内
小
副
校
長
）。
閉
会
式
で
松
橋
さ
ん

は
「
１
時
間
、
集
中
し
て
取
り
組
ん
だ

姿
が
素
晴
ら
し
い
。
今
年
１
年
、
そ
の

気
持
ち
を
持
っ
て
１
年
間
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
と
講
評
。
菅
波
さ
ん
か
ら
「
書

道
は
ス
ポ
ー
ツ
に
通
じ
る
所
が
あ
り
ま

す
。
書
道
を
通
し
て
、
腕
だ
け
で
な
く

心
も
鍛
え
て
ほ
し
い
」
と
講
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
山
谷
夏か
の
ん音
さ
ん
（
長
興
寺

小
５
年
）
は
「
課
題
の
『
月
』
の
縦
線

を
ま
っ
す
ぐ
書
く
の
が
難
し
か
っ
た
。

習
字
は
難
し
い
け
ど
、
う
ま
く
書
け
た

時
が
面
白
い
で
す
。
来
年
も
参
加
し
た

い
で
す
」
と
充
実
し
た
表
情
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
次
の
皆

さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

■
特
選
　
山
下
笑え

舞ま

（
伊
保
内
小
５
年
）

■
金
賞
　
千
葉
彩
愛
（
長
興
寺
小
２
年
）

本
堂
未
来
（
山
根
小
５
年
）　

平
中
海み

り里

（
伊
保
内
小
６
年
）　

上
柿
成
美
（
高
校

生
）　

銚
子
奈
摘
美
（
高
校
生
）

■
銀
賞
　
七
戸
和
人
（
江
刺
家
小
１
年
）

　

山
下
須す

ず瑞
（
伊
保
内
小
２
年
） 　

山
下

結ゆ

愛め

（
伊
保
内
小
３
年
）　

千
葉
萌ほ
の
か愛（
長

興
寺
小
４
年
）　

柳
平
千ち
お
り織
（
長
興
寺
小

書
で
豊
か
な
感
性
を
表
現

第
35
回
村
新
春
書
き
初
め
大
会

✿
特
選
受
賞
作
品

✿
金
賞
受
賞
作
品

４
年
）　

山
谷
夏か
の
ん音
（
長
興
寺
小
５
年
）

　

本
堂
歩
（
山
根
小
６
年
）　

七
戸
奈
々

美
（
九
戸
中
２
年
）

■
銅
賞
　
觸
澤
彩あ
や
な莉
（
伊
保
内
小
２
年
）

　

平
中
凌り
ょ
う央
（
伊
保
内
小
４
年
）　

山
下

さ
く
ら
（
伊
保
内
小
４
年
）　

関
向
郁ふ
み
や哉

（
伊
保
内
小
４
年
）　

古
舘
蘭
（
長
興
寺

小
４
年
）　

七
戸
瑠
美
奈
（
江
刺
家
小
５

年
）　

尾
友
花
歩
（
伊
保
内
小
６
年
）　

関
向
桜は
る
な生
（
伊
保
内
小
６
年
）　

田
澤

陽ひ

め

こ
明
子
（
山
根
小
６
年
）

自
分
自
身
の
思
い
を
込
め
、
集
中
し
て
筆
を

走
ら
せ
ま
し
た

　

第
15
回
村
長
杯
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
１
月
18
日
、

村
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会

式
で
、
伊
保
内
上
の
円
舘

ヨ
シ
ノ
さ
ん
が
「
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
十
二
分

に
発
揮
し
、
正
々
堂
々
、

最
後
ま
で
楽
し
く
競
技
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と声を掛け合いながらプレーし、見事優勝した荒谷チームの選手たち

元
気
は
つ
ら
つ
に
選
手
宣
誓
。
最
低
気

温
が
氷
点
下
15
度
以
下
に
も
な
っ
た
極

寒
の
中
、
４
チ
ー
ム
が
出
場
。
選
手
た

ち
は
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、

競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
全
勝
の
荒
谷
が
優
勝
。

２
位
は
伊
保
内
上
、
３
位
は
江
刺
家
と

な
り
ま
し
た
。

村長杯ゲートボール大会
荒谷チームが優勝
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始・お盆と祭り期間

❖ 今月のおすすめ図書Books

広報くのへ●2013（H25）２月号

平成25年度

小学校入学予定児童は44人

　本村に住所を有する者の子弟で、学費の支弁が困難と認
められる学生・生徒の方々を対象に、奨学金の貸与を行う
制度が九戸村でもあります。
　申し込みを希望される方は村教育委員会までご連絡くだ
さい。（以前から奨学金を貸与されている方で、引き続き
ご希望される方は、正規の修学期間までは、申込手続きが
不要となります。）
◆申込期間　２月１日（金）～３月22日（金）
　　　　　　※申込用紙は村教育委員会で配布します。
◆奨学金の月額
　①高等学校等………15,000円以内
　②高等専門学校等…30,000円以内
　③大学等……………40,000円以内
　申し込み方法や提出書類など詳しい内容については、村
教育委員会事務局教育総務班（☎42-2111内線302・333）
へお問い合わせください。

《小学校別入学予定者数》

◦伊保内小学校　　20 人
◦長興寺小学校　　  9 人
◦戸　田小学校　　  5 人
◦山　根小学校　　　2 人
◦江刺家小学校　　　8 人

　　合　　計　　　44 人

　入学予定者は平成25年４月１日現在で満６歳の児童で
す。個人情報保護のため児童の氏名は掲載しません。学校
名と入学予定人数のみお知らせします。
　次の事項に該当する場合は、村教育委員会事務局教育総
務班（☎42-2111内線302・333）へお問い合わせください。
◆　今年３月までに保護者の住所が学区外へ異動する方。
◆　入学該当の保護者で確認したいことがある方。

　昔ある年の暮れ、神様は、
動物たちにおふれを出したん
だと。「正月の朝、御

ご

殿
てん

に来る
ように。来たものから十二番
まで順番に一年ずつその年の
大将にする。」さぁ動物たちは、
自分こそ一番乗りだと大騒ぎ
したと。でも、猫さんは、次
の日に、御殿に行ったんだと。

　物忘れも、医者通いも、は
たまた微妙な夫婦関係も。悩
める老後は、笑って過ごすが
一番！政治も教育も暗い話の
多い日本。シニア発、お達者
パワー全開の、笑えてしみじ
みするメッセージ満載の一冊
です。笑って愚痴って一生懸
命。

　19 年間、義理の父から蔵に
閉じ込められた女。飢えと渇
き、そして暗闇に苦しみ続ける
中で、ある新月の夜に起こった
奇跡がすべての悲劇の始まりだ
った。女と親しくしていた男の
子に起きた衝撃、そして男の子
を救おうとした男の恋人が徐々
に巻き込まれていく戦慄

りつ

。

　北朝鮮での 24 年間を綴
つづ

った
迫真の手記！拉致された上に、
戦争に巻き込まれてしまうのか
…。意を決した私は娘を連れて、
招待所の裏山に上った。「これ
は父さんとおまえだけの秘密だ
よ」―。川幅わずか三メートル
にも満たない対岸は中国。一、
二、三歩で逃げられる！

拉致と決断
蓮池  薫   著／新潮社

十二支のはじまり
岩崎  京子   著／教育画劇

シルバー川柳
ポプラ社編集部   編／ポプラ社

種のキモチ
山田  悠介   著／文芸社

村育英奨学資金貸与制度
のお知らせ

平成24年度戸田小学校入学式
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問住民生活課保健衛生班☎42-2111内線122

問住民生活課国保住民班☎42-2111内線212（国保制度）、賦課徴収班内線232（国保税）

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

みんなの健康

国保だより

☆お酒の上手な飲み方☆
●適量を守り、休肝日を
　１日の適量は清酒なら１合、

ビールなら大瓶で１本、ウイス

キーならダブルで１杯です。風

邪薬を飲んでいるときの飲酒は

避けましょう。

　また、適量といえども週に２日は休肝日を設け、

肝臓をいたわってあげましょう。

●体にやさしく飲む
　空腹時に強いお酒を飲むと胃

がただれ、胃潰瘍の原因になり

ます。つまみとして良質のたん

ぱく質が含まれる魚や大豆製品

（刺身や枝豆・湯豆腐など）を

食べながら飲むようにすると、

胃腸や肝臓への負担を少なくし、悪酔いの防止に

もなります。

　皆さんは「上手な飲み方」、できていますか？

（保健師　河村　侑乃）

上手なお酒のたしなみ方 
　

　お酒は適量であれば食欲を増進し、血液の循環

を良くして疲労の回復に役立つほか、ストレスの

解消にも効果があります。また、対人関係を良く

するのにも一役買います。

　しかし、適量を超えれば「百薬の長」も「毒」に

なります。アルコールを毎日、３合以上飲み続け

ると、数年で脂肪肝になると言われています。さ

らに飲み続けると、アルコール性肝硬変といって、

肝臓が硬くなって正常の働きができなくなり、生

命にかかわる状態となります。

　肝障害の問題点は、自覚症状がほとんどなく、気

が付いたときには重症という事が少なくないこと

です。唯一、特定健診などの肝機能検査が、その

存在を発見するチャンスです。

　そのほかにも、胃潰
かい

瘍
よう

や糖尿病・アルコール依

存症などの健康障害を引き起こす可能性がありま

す。

国保税の納付にご協力ください
　

　国民健康保険（国保）は、病気やけがに備えてみん

なで助け合う制度です。国保税は、医療費や出産育児

一時金、葬祭費などの給付の費用となる大切な財源で

す。国保税を納めない人がいると「助け合い」の仕組

みが成り立たなくなり、国保の運営ができなくなって

しまいます。安心して医療を受けられる制度を維持す

るため、国保税の納付にご協力をお願いします。

◆国保税の決め方
　その年に予測される医療費から、患者さんが病院で

支払う一部負担金や国や県などからの補助金を差し引

いたものが、国保税の総額となります。

　国保税は年度ごとに決められます。年度の途中で国

保に加入や脱退をした場合は、月割で計算した分が課

税されます。例えば、職場の健康保険（社保など）か

らの離脱や他の市区町村から転入したときは、その月

の分から課税されます。

◆国保税を納めないでいると
　納期が過ぎても国保税を納めないでいると、督促が

行われます。督促料や延滞金などを徴収される場合が

ありますので、速やかに納めましょう。

　それでも納めないでいると、１年間の有効期間があ

る通常の被保険者証ではなく、有効期間が短い被保険

者証（短期被保険者証）が交付されます。有効期間が

短いので、ひんぱんに更新手続きが必要になります。

　さらに、特別な事情もなく納期限から１年以上滞納

が続き、納税相談などにも応じていただけない場合

は、被保険者証を返還していただき「資格証明書」が

交付されます。

◆資格証明書とは
　資格証明書は、国保の被保険者であるということを

証明するだけのものです。よって、保険医療機関にお

いて、被保険者証のように保険給付を受けることはで

きません。医療機関を受診するときには、10割（全

額）を自分で負担することになり、後で、役場に支

給申請手続きを行い、払い戻しを受けることになりま

す。

　このようなことにならないためにも、国保税は必ず

期限内に納めましょう。



問住民生活課国保住民班☎42-2111内線211
問二戸年金事務所☎23-4111

問二戸警察署九戸駐在所☎42-2210駐在所ホットライン

問二戸消防署九戸分署☎42-3119
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消防署だより 国民年金
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村内の火災・救急（12月分）
区 分 件　数 １月からの累計 前年比
火 災 １件 ２件 ＋２件
救 急 23 件 297 件 －６件

春の全国火災予防運動
（３月１日~７日）

◆全国統一防火標語
　「消すまでは　出ない行かない　離れない」
　火災予防のため、以下の点に注意してくださ

い。

【４つの対策】

・逃げ遅れを防ぐために、住

　宅用火災警報器を設置する。

・寝具や衣類、カーテンからの火災を防ぐため

　に、防災品を使用する。

・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火

　器などを設置する。

・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、

　隣近所の協力体制をつくる。

冬の交通事故防止
～冬道を安全に通行しましょう～

◆運転時の注意
•冬道は、積雪や凍結で滑りやすくなってい
ます。急ブレーキや急ハンドル、急加速など、
「急」のつく運転は避けましょう。また、スピー
ドダウンを心がけ、車間距離をとりましょう。
•冬季の道路は、天候が良好で、路面が乾燥
している場合でも、橋の上、トンネル出入り口、
切通しの日陰などは凍結していることがあり
ます。

特殊詐欺の被害に遭わないために
～「必ずもうかる」と言われたら、詐欺です～

◆特殊詐欺
　特殊詐欺とは、面識のない不特定の者に対

し、電話などの通信手段を使って被害者をだ

まし、架空・他人名義の預金口座へお金を振

り込ませるなどの手口で、お金やキャッシュ

カードなどをだまし取る詐欺の総称です。

◆特殊詐欺の７つの手口
　特殊詐欺は、大きく【振り込め詐欺】と【振

り込め詐欺以外の特殊詐欺】の２つに分類さ

れ、さらに【振り込め詐欺】は

・「オレオレ詐欺」　　・「架空請求詐欺」

・「融資保証金詐欺」　・「還付金等詐欺」

の４種類に、【振り込め詐欺以外の特殊詐欺】は

・「金融商品等取引名目の詐欺」

・「異性との交際あっせん名目の詐欺」

・「ギャンブル必勝情報提供名目の詐欺」

の３類型に分類されています。

村内の交通事故（12月分）

区 分 件　数
１月からの
累　計 前年比

人身事故 1件 5件 ＋ 2件
物損事故 12 件 65 件 ー 1件
負 傷 者 1人 6人 ＋ 2 人
死 亡 者 0人 0人 ー 1人
飲酒運転
検 挙 者 0人 0人 ±0人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 432日（12月31日現在）

「ねんきん定期便」の節目年齢が変わります

　日本年金機構では、毎年、国民一人一人に、年金加

入記録を確認するとともに、理解を深めることを目的

として「ねんきん定期便」を送付しています。

　「ねんきん定期便」は、通常はハガキで送付されてい

ます。しかし、35歳、45歳および58歳の年齢の人

には封書で「ねんきん定期便」が送付されています。

　年金記録の整備に要する期間が短縮してきたことな

どから、平成25年度以後は、この節目年齢のうち58

歳が59歳に変更されます。

【平成25年度中に58歳または59歳になる人】

●昭和29年４月２日～昭和30年４月１日生まれの人

　平成24年度中の誕生月である58歳時に封書の「ね

んきん定期便」が送付されているため、平成25年中

の誕生月には、封書ではなくハガキの「ねんきん定期便」

が送付されます。

●昭和30年４月２日～昭和31年４月１日生まれの人

　平成26年度中の誕生月に封書の「ねんきん定期便」

が送付されます。
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求人情報
■大崎運輸有限会社
①捕鶏作業員（正社員）②九
戸村③64歳以下④156,400円～
184,000円⑤普通自動車免許一
種、試用期間３か月　　　   　
■株式会社二戸パークホテル
①営業（正社員）②二戸市③59
歳以下④120,000円⑤普通自動
車免許一種、試用期間３か月　 
■株式会社アルバライフ
①現場監督（土木）（正社
員）②二戸市③59歳以下④
198,900円～266,900円⑤土木施
工管理技士１級または土木施
工管理技士２級、普通自動車
免許一種　　　    　　　　　　 
■社会福祉法人麗沢会ケアハウ
スにのへ
①看護職員（正社員）②二戸市
③不問④180,000円～300,000円
⑤看護師または准看護師、試
用期間３か月    　　　　　　　
■有限会社中村商事
①一般事務員（正社員）②一
戸町③65歳以下④120,000円～
150,000円⑤普通自動車免許一
種、試用期間３か月　　　　　

　

①職種②就業場所③年齢④基本給
⑤資格など

◎ 1月 15日現在の求人情報から

掲載しています。求人に関するお

問い合わせは、ハローワーク二戸

（☎ 23-3341）まで。求人情報は役

場ロビーでも配布しています。　

  お気軽にどうぞ
若者就業相談会

　もりおか・いわて若者サポート
ステーションでは、若年の社会自
立支援を目的とした相談会を開催
します。
■日時　３月２日㊏　
    午前 10時～午後４時（要予約）
■場所　二戸市・なにゃーとサー
クルルーム
■対象者　就業に関して悩んでい
る 15 歳からおおむね 40 歳未満
の方（保護者のみの相談も受け付
けます）
■相談料　無料
■その他　職業紹介は行いません。
■申し込み・問い合わせ　
　もりおか・いわて若者サポート
ステーション（☎ 019-625-8460・
FAX019-625-8461）

  自動車の検査・登録
手続きはお早めに！

　毎年、自動車の検査、登録手続
き（車検、名義変更、住所変更、
廃車など）が３月に集中し、特に
下旬がピークとなります。
　このため、窓口や車検場が混雑
し、申請者の方に長時間お待ちい
ただく状態となっています。
　これらの手続きは、できるだけ
２月中に済ませましょう。車検は、
有効期間の満了する日の１か月前
から受けられます。
　また、電話による問い合わせ件
数も増加し、電話がつながらなく
なる状態となりますので、このよ
うな場合には「岩手運輸支局ホー
ムページ」をご覧ください。
■窓口受付時間　
　平日：午前８時 45 分～正午、
午後１時～午後４時
　※土・日・祝日は休みです。
■車検予約システム
　URL  https://www.yoyaku.navi.
go.jp/pc/reservationTop.do
■軽自動車の問い合わせ先
　軽自動車検査協会岩手事務所　
☎ 019-639-8011
■問い合わせ　
　東北運輸局岩手運輸支局（☎
050-5540-2010）

  岩手県の最低賃金が
時間額 653 円に改定

　平成 24 年 10 月 20 日から岩
手県最低賃金が、時間額 645 円
から 653 円となっています。
○岩手県内で働くパートタイ
マー・アルバイトなどを含むすべ
ての労働者に適用されます。
○賃金額が、時間額 653 円を下
回っている場合は、発行日から、
時間額 653 円以上となるよう賃
金額を改定する必要があります。
○岩手県最低賃金（地域別）のほ
か、産業別最低賃金が５つ設定さ
れています。
■問い合わせ　
　岩手労働局労働基準部賃金室
（☎ 019-604-3008）

お詫びと訂正
《広報くのへ１月号》

８㌻で「長興寺神社」の表記は、正
しくは「九戸神社」です。
16㌻で小口ハルヨさんの表記に誤
りがありました。正しくは小口

4

ハル
ヨさんです。
お詫びして訂正いたします。
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お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

  村農業委員会委員
選挙人名簿の縦覧

　平成25年１月１日現在により調
製した九戸村農業委員会委員選挙
人名簿を、次のとおり縦覧します。
　選挙人は、この縦覧により選挙
人名簿に脱漏、または誤載がある
と認めるときは、縦覧期間内に限
り、文書で選挙管理委員会に異議
を申し出ることができます。
■期間　２月23日㊏～３月９日㊏
の15日間
■時間　午前８時30分～午後５時
■場所　村選挙管理委員会事務局
（役場４階）※土曜日と日曜日は、
役場１階の守衛室
■問い合わせ　村選挙管理委員会
事務局（☎42-2111内線166）

  各種セミナー開催
参加しませんか？

■キャリアデザイン研修
　自己理解を深め、地域振興の
ために就職を目指す方向けセミ
ナー
◎日時　２月４日㊊～５日㊋
　　　　午前10時～午後４時
◎内容　自己分析作業とこれか
らの活動計画書の作成
◎定員　20名
■食品衛生基礎講座
　食品製造業への就職を目指す
方向けセミナー
◎日時　２月12日㊋～13日㊌
　　　　午前９時～午後４時
◎内容　基礎知識の習得と地元企
業の事例発表
◎定員　20名
■ＩＴリテ
ラシー習得
セミナー
　就業にＩ
Ｔ リ テ ラ
シーを活用
したい方向
けセミナー
◎日時　２月25日㊊～３月１日㊎
　　　　午前10時～午後４時
◎内容　ビジネスに必須のパソ
コン操作、ワード・エクセル基本
操作のセミナー
◎定員　15名
※各講座とも、会場は二戸地域職業
訓練センター、受講料は無料です。
詳細はホームページをご覧ください。
(www.ninohe-epc.jp）
■申し込み・問い合わせ　二戸地
域雇用創造協議会（なにゃーと
３Ｆ）（☎23-8152）

  担い手農家向けの
産地育成助成事業

　特定非営利法人カシオペア市民
情報ネットワークでは、フィリッ
プモリスジャパン㈱からの助成金
（2,550万円）を基に、二戸地域の
農業振興を支援する「カシオペア
連邦農業振興プロジェクト」を実
施します。
　このプロジェクトでは、新しい
経営展開を目指す若い担い手や地
域資源を活用した新たな産地づく
りなどに助成します。
■補助金の額　事業費の６分の５
以内。（ただし50万円を限度）
■申込締切　２月28日㊍
■問い合わせ　農林建設課農地農
政班（☎42-2111内線241）または、
特定非営利法人カシオペア市民情
報ネットワーク（☎43-3461）  村外に在住の方へ

広報くのへを郵送
　村外にお住
まいで、「広報
くのへ」の郵
送を希望する
方に、毎月広報紙の送付を行って
います。継続される方も手続きが
必要です。
■申込方法　郵送先の住所と氏名
を明記の上、90円切手12枚（平
成25年４月から平成26年３月ま
での分）を添えて、九戸村役場総
務企画課広報担当（〒028-6502
岩手県九戸郡九戸村大字伊保内
10-11-6）へ持参、または郵送して
ください。
■申込締切　３月８日㊎
■問い合わせ　総務企画課庶務財
政班（☎42-2111内線168）

方に、毎月広報紙の送付を行って

  東北地区国立大学
法人等オープンセミナー

　東北地区国立大学法人等職員採
用試験実施委員会では、オープン
セミナーを開催します。
■日時　２月12日㊋　
　　　　午後2時～午後４時40分
■場所　岩手大学
■内容　
①職員採用試験の概要
②各国立大学の概要と業務内容
③先輩職員の体験談
④職員による個別相談会
■その他　ホームページから事前
予約が必要です。
■問い合わせ　東北地区国立大学
法人等職員採用試験実施委員会採
用試験事務室（☎022-217-5676）
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平成25年
２月号
No.659

戸籍だより
※12月16日〜1月15日届出分・敬称略。
氏名は正字で表記しています。

お誕生おめでとう

　千　葉　秀
ひで

　人
と

（光彦・さくら）伊保内上

ご結婚おめでとう

　苅間澤　和　也（川向） 　 　

　釜　谷　梨　恵（川向）

　岩　部　一　雄（川向）

　本　川　奈津美（二戸市）

　関　口　祐　輝（川向）

　工　藤　由　真（二戸市）

ご冥福をお祈りします

　東　井　ハツヱ   （90歳）  戸 田 下

　荒　田　安太郎   （82歳）  荒　　田

　中　村　ミサノ   （88歳）  宇 堂 口

　七　戸　ヒ　デ   （82歳）  細　　屋

　三　春　千　三   （83歳）  鹿　　島

　山　下　タ　キ   （96歳）  泥 の 木

　館　本　リ　エ   （84歳）  戸田舘の下

　桐　川　ナ　ミ   （84歳）  道　　地

　大　﨑　フジエ   （84歳）  雪　　屋

　稲　森　 太郎   （76歳）  長興寺下

　

人のうごき
（平成25年1 月1日現在）

●人　口　　６，４７０　人（ー１８）
　　男　　　３，１０９　人 　（ー９）
　　女　　　３，３６１　人 　（ー９）
●世帯数　　２，２０１世帯　（＋２）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　　 ６　人（１３０人）
　 転　 出　　　 １５　人（１２０人）
　 出　 生　　　　 ３　 人（ ２ ８ 人 ）
　 死　 亡　　　 １２　人（１３２人）

（カッコ内は１月からの累計）

●●●●●　  編集室から  ●●●●●

◆マイナス 16℃まで気温が下がり、記録的厳
冬に見舞われた今年の冬。あまりにも寒すぎて
体の感覚がマヒしそうです。広報が届くころ
には少しでも寒さが和らぐといいですネ（下村）

｛

｛

｛

宮沢賢治が書いた童話「雪渡り」を、一
つ一つの言葉に心を込めて伊高生が朗読

伊高生が心を込め
表現豊かに朗読
第33回村地域子ども読書会

　

村
地
域
子
ど
も
読
書
会
（
村
教

育
委
員
会
・
伊
保
内
高
等
学
校
主

催
）
が
１
月
８
日
と
９
日
、
村
内

16
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

33
回
目
を
数
え
る
伝
統
あ
る
読

書
会
に
97
人
の
生
徒
が
参
加
。
童

話
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
か

る
た
な
ど
で
小
学
生
と
の
触
れ
合

い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

読
み
聞
か
せ
は
宮
沢
賢
治
作
の

「
雪
渡
り
」
を
朗
読
。
今
年
の
紙
芝

居
は
、
昭
和
33
年
に
録
音
さ
れ
た

民
話
12
話
を
、
千
葉
利
夫
教
育
長

が
文
書
化
し
た
も
の
の
中
か
ら
、

２
つ
を
題
材
に
し
、
生
徒
自
ら
が

手
作
り
で
２
つ
の
紙
芝
居
を
制
作
。

子
ど
も
た
ち
の
目
線
に
合
わ
せ
て
、

声
を
合
わ
せ
た
り
強
弱
を
つ
け
た

村に伝わる民話の手作り紙芝居を小学生に分かりやすく、感情を込めて読み聞かせました

九戸かるたなど、さまざまな遊びを通して
小学生と一緒に楽しみました

り
、
表
現
豊
か
に
読
み
聞
か
せ
を

す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
じ
っ
く

り
と
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
田
中
舘
舜
し
ゅ
ん
く
ん
（
伊

保
内
高
１
年
）
は
「
最
初
は
緊
張

し
た
け
ど
、
小
さ
い
子
ど
も
た
ち

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

て
楽
し
か
っ
た
。
読
み
聞
か
せ
は
、

感
情
を
込
め
て
朗
読
す
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
満
足
そ
う

な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

佐
藤
慎
之
佑
く
ん
（
伊
保
内
小
６

年
）
は
「
読
み
聞
か
せ
は
想
像
力

豊
か
で
、
心
が
こ
も
っ
て
い
て
よ

か
っ
た
。
宝
探
し
や
だ
る
ま
さ
ん

が
転
ん
だ
で
は
、
高
校
生
と
交
流

が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。


